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雨 よ けホ ウ レン ソウの窒 素 の施用量
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Amount of Nitrogen Fertilizer Application fOr Spinach Cultivation under

Schelter by Plastic Film
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近年雨よけホウレンツウは栽培面積の伸長が著しく,岩

手県では約500"と なっている。これは露地栽培に比較し

"書
の発生が少なく,生産が安定し品質が向上することと,

生育期間が短く,夏秋期に4～ 5回作付でき収益性が高い

ことによるものである。

しかし露地栽培と異なり降雨に当たることがなく,夏秋

期に4～ 5回連続的に栽培するために,短期間で塩類が蓄

積しやすく生育障害を起す例も多くなっている。

そこで塩類濃度障害の発生をLI避し,安定した収量を確

保することを目的に,施肥量と生育 収量,土壌中のEC
及びN03~Nの上昇,植物体の養分吸収量等の関係を検

討したので,その結果を報告する。

2試 験 方 法

試験区は表 1の とおり,施肥水準15り ,121夕 ,8″ ,4
″,漸減,0(無施肥 )と し,牛厩肥の施用量を3`,6

牛厩肥
注 1)漸減区は60,61年 は15-113-7.5-38″ , は 8-

4-4-4り ,⑫区は8-04-4の順で1作目～4作目まで施用。そ
れ以外の区は4作同量施用
2)牛厩肥は 1作目は種前 1回施用
3)①②区は60～ 61年度実施,62年は実施せず

表 2 累計収量 (α当たり ,
(昭61岩手園試高冷地開発センター)

t, ,tの 3区分とし,これを組み合せて構成した。

試験規模は 1区3.6イ , 2区制である。品種はオラクル

を用いた。播種は,昭和60年には 5月 2日 , 6月 6日 , 8

月 6日 , 9月 14日 の4回 ,昭和61年は 5月 13日 , 7月 1日 ,

8月 3日 , 9月 22日の 4回 ,昭和62年 も5月 18日 ～10月 3

日,間に4回それぞれ行った。栽植距離は条間12",株問

7～ 8昴 とし,条数12条 とした。灌水は,播種前に大量に

灌水し(約 70赫 ),更に播種直後に若千灌水した。生育期

間は無灌水である (試験場所,高冷地開発センター )。

ター )。

3 試験結果及び考察

0庄育・収量

牛厩肥 6,+施肥 0区は生育が遅れ最も低収であった。
15″区,12た夕EXrは 2～ 3作 目で葉の黄化が観察され,生育

不良となり減収した。漸減区,8核区, 41夕区は生育 収
量とも良好であった。漸減区は昭和62年には前年より施肥

水準を低くしたが,同様の傾向を示した。 8核区,4″区 ,

漸減区間には明瞭な差が認められなかったが,牛厩月巴施用

量3t+4″区の 1作目で若千収量が下る傾向がみられた。
12)跡地土壌分析結果

15″区,12″区は跡地土壌でのEC,N03~Nの上昇が
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最も大きく,EC0 5ms,N03~N15“ /100′ に達した。

漸減区は次いで上昇が大きくEC0 5ms近 く,N09-Nは
15η /100′ に達したが ,次年度この区の施肥水準を下げた

結果,EC,N03~Nの上昇が低位となり 4″区に近い数
値となった。

8″区,4″区はEC,N03~Nの上昇が小さく,ま た

表 1 供試条件

(N,P205,ル04撃文グ綽軍量協/100)
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表3 跡地土壌分析結果

注 EC:ms,N03~N:ワ /10o夕。

表 4 収穫植物体中のN含有率

4″区は 8″区より上昇が低位で ,おおむねEC0 3ms,N

03-N10%/100夕 以内であった。牛厩肥 61+施 肥 0区は

ECN 03~Nの上昇が最 も低 くEC0 1ms,NO,一 N5%/

100,以内であった。

この結果から収量を確保するための ,跡地上壌のECは

02～0 3ms,N03Nは 5～ 10%/100′ 程度で良いと推察

される。

13)檀物体分析結果

植物体中の成分含有率 (収穫物 ,乾物重 %)は全区平均

でN405%,P053%,K1066%で あった。N,P,K
の含有率には施肥量や牛厩肥施用量による差が認められな

かった。10● 当たり収量を1,000″ とした場合 ,乾物重は

80″ となり,Nの吸収量を乾物重の 4%と するとNの 10`

当たり吸収量は32″ と推定された。

14)牛厩肥の施用量と収量の関係では 1年目は明瞭な差が

認められなかったが, 2～ 3年日は 6t, 9t区がやや勝
る傾向がみられた。

(昭61岩手園試環境部 )

4 ま

施肥水準 8″ ,4″区は生育障害の発生もなく,EC,
NO,一 Nの上昇が少なく生育 収量とも良好であった。
跡地上壌のEC N03-N値は収量確保のためEC0 2
～0 3ms・ N03~N5～ 10%/100′ 程度に維持すると良い

と思われた。

植物体分析結果から10α 当たり収量1,000″ とした場合

のNの吸収量 (含有量 )は 32″ と計算された。

これらから雨よけホウレンソウのN施用量は基本的には

4″ (10α 当たり)程度で良いと思われるが,作付 1作日

は 81夕程度 ,以降 4″施用力漢 用的と思われる。また牛厩

肥は作付開始 1～ 3年では 6～ 9t/10α の施用で良いと

思われる。

(昭62岩手園試環境部 )

区番
牛厩肥

(t)

施 肥
水 準
(′

`,)

1作 2作 3作 4作

1 3 15 4 34

2

3

4

5

3

3

3

3

12

8

4

漸減

4 39

431
3 86

441

3 68

268
423
3 74

431
441
4 23

4 28

467
470
478
4 76

6

7

8

9

6

6

6

6

12

8

4

漸減

442
412
361
401

3 80

3 74

3 85

4 26

4 88

457
441
4 45

468
4 96

4 88

4 95

10

11

12

13

9

9

9

9

12

8

4

漸減

301
3 82

365
4 00

438
3 67

4 45

400

509
439
464
468

470
4 95

461
461

14 6 0 364 475 514

-270-


